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トイレ改修・空調機取替・
屋根改修の各工事等の
実施完了

27年度24年度 26年度

トイレ改修・空調機取替・
屋根改修の各工事等の
実施

市町村名 渡嘉敷村

事業番号
・事業名

平成２４年度（繰越）沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

第３章ー３－（１１）－ウ
１－③ 渡嘉敷港港ターミナル機能強化事業

事業実施
（予定）年度

【参考指標】
目　標

H24成果目標（指標）

うち交付金充当額

担当部課名

目　標

 　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

A．計(b+d)

27年度

離島における定住条件の整備

予
算
の
状
況

Ⅲー１－（１）

(a)当初予算額

目　標

実　績

目　標

実　績

25年度

平成２５年度に繰り越した事業も全て完了し、港ターミナル利用者の利便性の向上が図られた。今後も港ターミナルの機能強化を図って
いく。

61,554

29,695

平成２４～２５年度

沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

　経済建設課 沖縄振興基本方針
該当箇所

(b)予算現額

61,554

事業内容
　渡嘉敷港ターミナル利用者の利便性向上を図るため、ターミナルの吹き抜けとなっている通路及び旧ターミナへの連絡通路や旅客出入り口に
屋根を設置する。また、ターミナル内のトイレを和式タイプから洋式タイプに取り替え、更に老朽化により使用出来なくなっている空調設備の取替
工事を行う。

実施方法

25年度 26年度　24年度 24年度(繰越)

予算額・
執行額
【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

予算の状況の説明

(c)増減額(b-a)

成果目標
（指標）
及び進捗状況

基準値
（　年度）

活動目標
（指標）
及び達成状況

トイレ・空調機の改修及び屋根設置工事に係る設計等は年度内に執行できたが、屋根設置工事及び施工管理業務について
は、平成２５年度に繰り越して事業を実施し、平成２５年８月までに全事業が完了した。

H24活動目標（指標）

トイレ改修工事、空調機取替工事、屋根改
修工事設計・工事及び施工管理

進
捗
状
況
説
明

実　績

達
成
状
況
説
明

トイレ改修・空調機
取替・屋根改修の各
工事等の実施完了

実　績

トイレ改修・空調機
取替・屋根改修の
各工事等の実施

B．執行済額

61,554 29,695

00

(d)繰越額 －

0

31,859 29,211

29,695

25,487 23,368

次年度繰越額

トイレ改修工事、空調機取替工事、屋根改
修工事設計・施工

26年度

執行率（％）(B/A) 51.8% 98.4%

達成状況

・港ターミナルの構造計算の確認・検証を行ったところ、設計変更の必要があり、その調整に不測の日数を要したことに
より、屋根設置工事及び当該工事の施工管理業務に係る29,695千円を次年度に繰り越した。
・不用額が484千円発生しているが、入札残によるものである。

目標値
（　年度）

24年度 25年度



4,074千円

有限会社　設計集団　閃

924千円

有限会社　設計集団　閃

3,150千円

委託料

渡嘉敷村

工事請負費

56,996千円

有限会社　安護建設工業

47,145千円

61,070千円

61,070 48,855 12,215

有限会社　琉冷サービス

5,565千円

港ターミナル通路及び正面出入り口のテン
ト屋根の設置工事

港ターミナル内のトイレを和式タイプから洋
式タイプ（ウォシュレット）への取替工事

港ターミナル内の空調設備の取替工事

○委託事業者は三者見積もり及び指名競争入札により選定
し、工事請負業者についても指名競争入札により業者決定し
ており妥当であったと考えている。
○費目使途については、支出等に関する書類により確認し、
適正であった。

評価に関する説明

61,070

港ターミナル屋根設置工事に係る設計委託
業務

港ターミナル屋根設置工事に係る施工監理
委託業務

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

有限会社　建水

4,286千円

評価

○

○

－

○

点　検　項　目

支出先の選定方法は妥当か。

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

受益者との負担関係は妥当であるか。

総事業費

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　トイレの取替・空調機の取替及び屋根設置により、港ターミナル利用者の
利便性の向上が図られたが、屋根については、可動式テント屋根ということ
で、耐久性等を考慮した適正な維持管理を行って行く必要がある。

日常点検等による適正な維持管理を行っていく必要がある。

今後の取り組み方針

　適正な維持管理を行っていくとともに、港ターミナルの更なる利便性の向上と機能強化を図っていく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金


